
 

３ 健

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

②

○ 

を

多

庭

○ 

て

組

○ 

て

し

親

仕

り
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○ 

等
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教

学
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（1

健やかな体

① 家庭教

「親の学

研修会の

担意識の

② 子育て

子育てネ

はぐみん

備・小学

保護者は子

を身に付けて

多様化など

庭教育が困難

本県では、

ての子ども

組みを進めて

家庭教育や

て学ぶことが

したり、気軽

親へ支援を届

仕事と家庭生

ります。家庭

進や、性別

また、子育

等における児

の「放課後子

教室を一体

学校内で実施

ども教室の計

施策体

章 取組の

13）家庭

体と心を育

教育や子育

学び」学習プ

の開催、子育

の解消に向け

て家庭への

ネットワーカ

んデーの普及

学校内への開

子の教育に

ていく基礎

により、地

難な状況が

「あいち 

・子育て家

ているとこ

や子育てに

ができるよ

軽に親の相

届ける取組

生活との調

庭において

による役割

育て支援に

児童の居場

子ども総合

的に又は連

施すること

計画的な整

体系 

の方向と施策

庭教育・子

育む教育を

育てについ

プログラム

育てハンド

けた取組 

の支援 

カーの養成

及啓発、多

開設、放課

第一義的責

礎をつくる重

地域社会の人

が見られらま

はぐみんプ

家庭への切れ

ころです。 

ついては、

ように親を支

相談に乗った

組を進める必

調和が図られ

て夫婦が協力

割分担意識を

おいては、

場所の確保が

合プラン」に

連携して実施

とを目指すと

整備等を進め

策の展開 

子育ての支

充実させ、

いて学ぶ機

ムによる支援

ブックの配

成と活動促進

多様な保育サ

課後子ども教

責任を有して

重要なもので

人間関係が希

ます。 

プラン 201

れ目のない支

個々の家庭

支援していく

たりする人材

必要がありま

れるような職

力して家事・

を解消する取

待機児童の

が課題になっ

により、全て

施することや

とされており

める必要があ

支援の充実 

、たくま

機会の充実

援、家庭教育

配信、中学校

進、家庭教育

サービスの提

教室の実施市

ており、教育

です。しか

希薄化し、子

15－2019

支援や、地域

庭の努力を促

くことが必要

材の育成が重

ます。企業の

職場環境づく

・育児を行え

取組も必要で

の解消に向け

っています。

ての小学校区

や、新たに開

り、本県にお

あります。 

しく生きる

実 

育講座の開設

校・高校の授

育支援チーム

提供、放課後

市町村の拡大

育の原点であ

し、家庭形

子育て家庭

9」（平成２

域・社会の

促すととも

要です。そ

重要であり

の協力も不

くりについ

えるよう、

です。 

けた多様な保

。とりわけ

区で放課後

開設する放

おいても放

る力を育み

設、企業にお

授業等におけ

ムによる相談

後児童グラブ

大 

ある家庭教

形態の変容、

が社会的に

７年３月策

子育て力の

に、子ども

のためには

、家庭が孤

不可欠であり

て啓発を行

ワーク・ラ

保育サービ

、放課後対

後児童クラブ

放課後児童ク

放課後児童ク

みます 

おける家庭教

ける性別役割

談活動の充実

ブの計画的な

教育は「生き

都市化、価

に孤立するな

策定）に基づ

のアップなど

もの発達段階

は、学びの場

孤立しないよ

り、働く親に

行っていく必

ライフバラン

ビスの拡充や

対策について

ブ及び放課後

クラブの 80

クラブ及び放

教育

割分

実、

な整

きる力」

価値観の

など、家

づき、全

どの取り

階に応じ

場を設定

ように、

にとって

必要があ

ンスの推

や放課後

ては、国

後子ども

0％を小

放課後子

① 家庭

○ 地

と育

○ 保

教育

ます

○ 働

○ 父

をイ

○ 中

分担

意識

○ 保

にお

 

② 子育

○ 子

地域

○ 子

フレ

どに

を図

○ 毎

日曜

を行

○ 多

児・

○ 「

それ

も教

け、

施策の

庭教育や子育

地域や学校等

育ちを支援し

保護者参観や

育に関する講

す。（県民生活

働く親の学び

父親の子育て

インターネッ

中学校の生徒

担意識の解消

識の解消を推

保育体験学習

おける保育体

育て家庭への

子育てを支援

域における活

子育ての悩み

レンドなどに

による相談活

図ります。（生

毎月１９日の

曜日を家庭の

行います。（健

多様な保育ニ

病後児保育

「小1 の壁」

れらを小学校

教室に通える

未実施市町

の展開

 

育てについて

等で「親の学

します。（生

や就学時健診

講座を開設す

活部、健康

びの機会を提

てへの参加意

ットで配信し

徒などを対象

消の取組を行

推進します。

習を行う高校

体験学習を積

の支援 

援する子育て

活動の場づく

みや不安を持

による「家庭

活動の充実に

生） 

の子育て応援

の日、２月を

健康福祉部

ニーズに応え

育等就労形態

」を打破する

校内に開設す

るように連携

町村に働きか

て学ぶ機会の

学び」学習プ

生） 

診、入学説明

するよう、幼

康福祉部、生

提供するため

意識を高め

します。（健

象に、赤ちゃ

行います。ま

（義、高）

校生を積極的

積極的に推進

てネットワー

くりを推進

持つ家庭を支

庭教育支援チ

に努めるとと

援の日（はぐ

を強化月間と

部、県民生活

えるため、保

態に合わせた

るため、放

することを目

携を強化し、

かけます。（

の充実 

プログラム

明会など、

幼稚園や保

生・義） 

め、企業に出

めるため、「子

健康福祉部）

ゃんふれあ

また、高校

 

的に受け入

進している

ーカーを養

します。（生

支援するた

チーム」を

ともに、市

ぐみんデー

とし、愛知

活部） 

保育所や認

た多様な保

放課後児童ク

目指します

、放課後子

（健康福祉部

を活用した

多くの保護

育所、認定

出向き、家庭

子育てハン

 

い体験や保

の授業等の

入れている私

私立高等学

養成するとと

生） 

めに、家庭

設置し、電

町村や関係

）の普及啓

県青少年育

定こども園

保育サービス

クラブの計画

。また、児

ども教室に

部、生） 

た講座を開設

護者が参加す

定こども園、

庭教育研修会

ドブック

保育所訪問な

の機会を利用

私立幼稚園や

学校を支援し

ともに、一層

庭教育コーデ

電話相談や家

係機関との連

啓発を行いま

育成県民会議

園等の保育の

スを提供しま

画的な整備等

児童クラブの

について、実

設し、親とし

する機会を捉

小学校等に

会を開催しま

お父さんダ

などを通じ、

用して、性別

や、幼稚園・

します。（県

層の活用を図

ディネーター

家庭訪問によ

連携・協力体

ます。また、

議等と連携し

の場の確保に

ます。（健康

等を進めると

の子どもが放

実施市町村の

しての学び

捉えて家庭

に働きかけ

ます。（生）

ダイスキ」

性別役割

別役割分担

・保育所等

県民生活部）

図るため、

ー、ホーム

よる面談な

体制の強化

毎月第３

し啓発活動

に努め、病

康福祉部）

とともに、

放課後子ど

の拡大に向
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健やかな体

施策体

14）幼児

○ 幼児期に

しかし、現

の希薄化な

ことができ

的な生活習

なってきま

○ これらの

どもの発達

必要である

幼児教育指

な取組等に

○ 平成27

認定こども

ています。

を基に幼児

① 幼稚園

 「愛知

② 幼稚園

 資質と

③ 小学校

 小学校

章 取組の

体と心を育

体系 

児教育の充

における教育

現状を見る

などの影響

きなくなっ

習慣等に課

ました。 

の課題に対

達や学びの

ると言われて

指針」を定

について示

7 年４月か

も園に通う

。保護者の

児教育を実践

園・保育所

知の幼児教育

園教諭・保

と専門性の向

校との連携

校との交流活

の方向と施策

育む教育を

充実 

育は、生涯

ると、子ども

響を受け、多

てきていま

課題があり、

対応するため

の連続性の中

ています。

定め、幼児期

してきまし

らは、「子ど

子どもたち

の期待に応え

践し、県全

所・認定こ

育指針」の成

保育士・保

向上を図る手

携強化 

活動等連携体

策の展開 

充実させ、

涯にわたる人

もたちは、都

多くの大人や

ます。その結

小学校へ

めに、幼児教

中で捉え、幼

そのような

期に育てたい

した。 

ども・子育て

ちにも、質の

えるためには

全体の幼児教

こども園の

成果普及、私

保育教諭の

手引きの作成

体制の強化、

、たくま

人格形成の基

都市化や少子

や子どもたち

結果、コミュ

の接続がう

教育から小学

幼児教育と小

な中、県教育

い力を明らか

て支援新制

の高い学校教

は、公立・私

教育の質の向

の実践力向

私立幼稚園へ

の資質及び

成、研修の充

小学校と連

しく生きる

基礎を培う重

子化の進行、

ちと関わりな

ュニケーシ

うまくできな

学校教育へ

小学校教育

育委員会では

かにすると

度」がスタ

教育・保育が

私立を問わず

向上を図って

向上 

への支援 

び専門性の

充実 

連携した保

る力を育み

重要な役割を

、居住地域

ながら望ま

ョン能力や

ない子ども

と続いてい

とを円滑に

は、平成 2

ともに、重

タートし、幼

が行われる

ず「愛知の

ていくことが

の向上 

保護者への啓

みます 

を持ってい

域内での人間

ましい体験を

や規範意識、

が目立つよ

いくステップ

に接続するこ

24 年に「愛

重点目標や具

幼稚園・保育

ることが求め

の幼児教育指

が大切です

啓発の推進

ます。

間関係

をする

基本

ように

プを子

ことが

愛知の

具体的

育所・

められ

指針」

す。 

① 幼稚園

○ 幼児

し、人

んだり

○ 愛知

な研究

○ 私立

ど、幼

 

② 幼稚園

○ すべ

育委員

めの手

ます。

◎ 幼稚

技術だ

専門性

○ 幼稚

設け、

ます。

 

③ 小学校

○ 交流

内容に

定こど

○ 地域

教育課

○ 保護

家庭教

校等に

 

施策の

園・保育所・

児期の終わり

人や自然、も

りする中で、

知県幼児教育

究協議を推進

立幼稚園が地

幼児教育の充

園教諭・保育

べての幼児教

員会が協力し

手引きを作成

（県民生活

稚園教諭や保

だけでなく、

性や実践力な

稚園教諭や保

県民生活部

（県民生活

校との連携強

流活動や合同

に関する全体

ども園と小学

域や小学校区

課程の編成や

護者参観や就

教育に関する

に働きかけま

の展開

 

・認定こども

りまでにここ

もの、生き物

一人一人の

育研究協議

進し、その成

地域におけ

充実に努めま

育士・保育教

教育機関で、

して、幼稚園

成し、研修内

活部・健康福

保育士・保育

地域の子育

などの資質の

保育士・保育

部・健康福祉

活部・健康福

強化 

同研修、接続

体的な計画の

学校の連携体

区の実情に応

や幼児児童理

就学時健診、

る講座を開設

ます。【再掲

も園の実践

こまで育っ

物と関わりな

の幼児が望

会等におい

成果について

ける幼児期の

ます。（県民

教諭の資質及

、質の高い教

園教諭や保育

内容や研修体

福祉部・義）

育教諭に対

育て支援や多

の向上を図

育教諭の研修

祉部と教育委

福祉部・義）

続期におけ

の実施や検

体制を強化

応じて、幼稚

理解を目的

、入学説明会

設してもら

掲】（県民生

践力向上 

てほしい、

ながら、心

望ましい発達

いて、「愛知

て市町村等

の教育に中心

民生活部） 

質及び専門性

教育・保育

保育士・保育

体制の充実

 

対する研修を

多様な保育

ります。（健

修の在り方

委員会が連

 

る教育課程

検討などを進

化します。（県

稚園や保育所

的とした参観

会など、多

うよう、幼

生活部・健康

という幼児

心と体を十分

達をするよう

の幼児教育

への普及を

心的役割を

性の向上 

育が展開され

育教諭の資質

実に向けた取

を行い、幼児

育ニーズ、特

健康福祉部

方や研修内容

連携して教育

程・保育課程

進めるととも

県民生活部

所、認定こど

観・協議会等

多くの保護者

幼稚園や保育

康福祉部・義

児の具体的な

分に働かせて

うに支援しま

育指針」に基

を図ります。

を果たす活動

れるよう、健

質と専門性の

取組を市町村

児教育に係る

特別支援教育

・義） 

容等について

育・保育の質

程の編成、教

もに、幼稚園

・健康福祉

ども園と小

等に取り組み

者が参加する

育所、認定こ

義） 

な姿をイメー

て生活したり

ます。（県民

基づいて専門

（健康福祉部

動を支援する

健康福祉部と

の向上を図る

村等へ働きか

る様々な知識

育に対応でき

て検討する場

質の充実を図

教育及び保育

園・保育所

祉部・義） 

学校が連携

みます。（県

る機会を捉え

こども園、小

ージ

り遊

民生 

門的

部・

るな

と教

るた

かけ

識・

きる

場を

図り

育の

・認

携し、

県民 

えて

小学
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健やかな体

施策体系

15）健康

○ 生涯を通

けることが

則な食事な

などに起因

どももいま

○ 第一義的

大人の責任

康や生活習

健康的な生

に生活する

が、確かな

○ 学校では

慣、う歯や

後も家庭と

３次愛知県

く必要があ

① 心身の

 保護者

  学校三

② 小・中

 学校給

「わが家

栄養教諭

学校にお

章 取組の

体と心を育

系 

康教育・食

通じて健康

が大切です

などに起因

因する睡眠

ます。 

的に、成長

任です。子

習慣に関心

生活を送り

るための知

な学力や豊か

は、近年の社

や口腔の疾

と連携して取

県食育推進

あります。 

の健康づく

者への啓発の

三師等との連

中学校、高

給食を活用し

家のアイデア

諭の配置拡大

おける食物ア

の方向と施策

育む教育を

食育の推進

康で生き生き

す。しかし、

する肥満や

眠不足等の生

長過程にある

子どもたちが

心を持って適

、その範を

識や技能、

かな人間性

社会情勢を

疾病予防、薬

取組を推進

進計画」に基

くりの充実

の推進、健康

連携強化、健

高等学校に

した食育の推

ア朝ごはん

大、高等学

アレルギー

策の展開 

充実させ、

進 

きと過ごすた

最近の子ど

や生活習慣病

生活習慣の乱

る子どもたち

が心身共に健

適切な指導を

を示すことが

態度等が効

性の礎である

を踏まえ、「早

薬物乱用防止

進していく必

基づき、家庭

実 

康教育に関す

健康相談体制

における食

推進、食育推

んコンテスト

学校での食育

ー対応の強化

、たくま

ためには、幼

どもたちの様

病の増加、長

乱れなどによ

ちの生活をコ

健康に生きて

を行っていく

が必要です。

効果的に生か

ることは、言

早寝・早起き

止等、健康に

必要がありま

庭への啓発や

する研修の充

制の充実 

食育の充実

推進者への研

ト」「愛知を

育の実践、 

化 

しく生きる

幼児期から望

様子を見る

長時間のゲ

よって、健康

コントロール

ていくため

くとともに、

。その基盤が

かされます。

言うまでもあ

き・朝ごは

に関する様々

ます。また、食

や子どもたち

充実、学校

実 

研修の実施

食べる学校

る力を育み

望ましい生

と、偏った

ームやスマ

康な生活が

ルするのは

には、保護

、保護者自

があって、

。心身共に

ありません。

はん」等の規

々な指導を

食育につい

ちへの指導

校保健体制の

施、 

校給食の日」

みます 

生活習慣を身

た栄養摂取や

マートフォン

が送れていな

は、保護者で

護者が子ども

自身が規則正

学校で学ぶ

に健康である

。 

規則正しい生

を行っており

いても同様に

導に一層努め

の強化、 

の実施、

身に付

や不規

ン操作

ない子

である

もの健

正しく

ぶ健康

ること

生活習

り、今

に、「第

めてい

① 心身の

○ 栄養

につい

○ 心の

上を図

○  国が

○ 保健

て児童

○ 学校

口腔の

○ 健康

康相談

○ 食中

知識の

○ 外部

を支援

 

② 小・中

○ 学校

「生き

○ 学校

学校、

に活用

○ 地元

い食生

催しま

○ 学校

いて家

○ 学校

します

◎ 高等

大学や

◎ 国の

おける

保護者

○ 食育

校を支

施策の

の健康づくり

養バランスの

いて啓発しま

の健康問題、

図るための研

が作成した普

健主事・養護

童生徒の健康

校医・学校歯

の疾病予防、

康に関する児

談体制の充実

中毒やインフ

の普及や啓発

部講師等によ

援します。（

中学校、高等

校給食を、栄

きた教材」と

校における食

高等学校及

用できる専門

元の食材や郷

生活について

ます。（健）

校給食に地域

家庭への啓発

校給食を通じ

す。（健） 

等学校におけ

や企業等と連

の食物アレル

る食物アレル

者への周知を

育に関する外

支援します。

の展開

 

りの充実 

のとれた規則

ます。（義・

薬物乱用防

研修を充実し

普及啓発資料

護教諭を核と

康の保持増進

歯科医・学校

薬物乱用防

児童生徒の様

実を図ります

フルエンザな

発を図ります

よる薬物乱用

（県民生活部

等学校におけ

栄養バランス

として活用し

食育の推進体

及び特別支援

門研修を実施

郷土料理を取

て話し合う機

域や県内の食

発を図るため

じた食育を一

ける食育につ

連携してその

ルギー対応指

ルギー対応の

を図り、食物

外部講師の講

（県民生活

則正しい食生

健） 

防止などの健

します。（健

料などの活用

として学校保

進を図ります

校薬剤師や地

防止、心の健

様々な悩みを

す。（健） 

などの感染症

す。（健） 

用防止に関す

部） 

ける食育の充

ス、地域の食

します。（健

体制の促進と

援学校の管理

施します。（

取り入れた献

機会として

食材を多く使

め、「愛知を

一層充実する

ついて、教科

の推進方法を

指針を踏まえ

の手引」を発

物アレルギー

講演会や研修

活部） 

生活や、早

健康教育に

健） 

用により、児

保健推進体

す。（健） 

地域の保健

健康等につ

を受け止め

症予防のた

する講習会

充実 

食文化、食

健） 

と、食に関

理職や食育

（健） 

献立づくり

「わが家の

使用すると

を食べる学校

るため、そ

科等での指

を検討し、

え、本県の

発行すると

ー対応の強

修、生徒の

早寝・早起き

に関する教職

児童生徒の自

体制を強化し

健師等と連携

いて指導を

め、助言する

ため、保健所

会や研修を実

食の加工技術

関する指導の

育を担う食育

や調理など

のアイデア朝

とともに、地

校給食の日」

その中核とな

指導方法を検

実践します

の具体的な対

ともに、市町

強化を図りま

の体験学習を

きなどの生活

職員の指導力

自殺予防に

し、学校保健

携し、生活習

を充実します

るために、学

所や専門機関

実施している

術等への理解

の充実を図る

育推進者を対

どを通して、

朝ごはんコン

地場産物や郷

」を設けます

なる栄養教諭

検討していき

す。（健） 

対応方針を示

町村や教職

ます。（健）

を実施してい

活習慣の重要

力・対応力の

努めます。（

健計画に基づ

習慣病やう歯

す。（健） 

学校における

関等と連携し

る私立高等学

解を深めるよ

るため、小

対象に、実践

家族で望ま

ンテスト」を

郷土料理等に

す。（健）

諭の配置を拡

きます。また

示した「学校

職員、児童生

いる私立高等

要性

の向

（健）

づい

歯・

る健

し、

学校

よう

・中

践的

まし

を開

につ

拡大

た、

校に

生徒、

等学
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健やかな体

施策体

16）学校

○ 文部科学

年ごろをピ

向が見られ

どもと、し

○ 体力低下

びやスポー

の減少など

力の低下に

いると言え

設けるなど

○ また、同

保健体育の

喜びを味わ

きたという

やスポーツ

① 授業や

 幼児期

授業や

② 地域連

 外部指

章 取組の

体と心を育

体系 

校体育の充

学省の「体

ピークに低

れます。し

しない子ど

下の原因と

ーツ活動時

どが挙げら

につながっ

えます。意

どの工夫が求

同じ調査によ

の授業を「楽

わい、自ら考

う実感が味

ツに親しんで

や体育的活

期からの体育

やスポーツ事

連携による

指導者・学習

の方向と施策

育む教育を

充実 

体力・運動能

低下傾向が続

しかし、ピー

もの二極化

して、運動

時間の減少、

れます。屋

ていること

意図的に体を

求められま

よれば、小学

楽しい・や

考えたり工

味わえる」授

でいけるよ

活動の充実

育に関する活

事故・障害防

る体育的活

習支援ボラン

策の展開 

充実させ、

能力調査」に

続いていまし

ーク時に比べ

化、特に中学

動する経験の

子どもたち

屋外で遊んだ

とを踏まえる

を動かして遊

ます。 

学校で９割

やや楽しい」

工夫したりし

授業づくりに

よう、学校教

実 

活動の充実、

防止に関する

活動の充実

ンティアの派

、たくま

によると、子

したが、その

べると、まだ

学校女子の運

の不足が考え

ちの手軽な遊

だりスポーツ

ると、学校で

遊ぶ時間を設

割以上、中学

と答えてい

しながら運動

に生かし、子

教育全体で取

 

る教員の指

実 

派遣の実施 

しく生きる

子どもの体力

の傾向に歯止

だ低い状態で

運動離れが課

えられますが

遊び場の減少

ツに親しんだ

での運動経験

設定する、仲

学校で８割以

います。その

動の課題を解

子どもたちが

取り組んでい

導力向上 

る力を育み

力・運動能

止めがかか

です。また

課題です。 

が、その理

少、一緒に

だりする機

験が一層大

仲間と共に

以上の子ども

の意識を、「

解決する」授

が日常生活

いくことが必

みます 

能力は、昭和

かり、やや上

た、運動をす

理由として、

に外遊びする

機会の減少が

大切になって

に運動する機

もたちが、体

「運動の楽し

授業づくり、

活においても

必要です。

和 60

上昇傾

する子

外遊

る仲間

が、体

てきて

機会を

体育・

しさや

、「で

も運動

 

①

②

① 授業や

○ 「い

校にお

○ 幼児

めると

○ 幼児

びのプ

めの取

○ 体力

学年用

します

◎ 中学

上を図

○ 体育

グなど

の伝達

ます。

○ スポ

指導が

故やス

◎ 運動

校６年

② 地域連

○ 総合

などに

○ 県内

して参

施策の

や体育的活動

いきいきあい

おける体育に

児期における

とともに、親

児が、屋内外

プログラム等

取組を推進し

力向上を目的

用、高学年用

す。（保） 

学校版「体力

図ります。（保

育・保健体育

ど、経験豊か

達講習会等を

（保） 

ポーツの安全

ができるよう

スポーツ障害

動に対する関

年生の児童に

連携による体

合型地域スポ

に、地域スポ

内体育系大学

参加できる体

の展開

 

動の充実 

いち スポー

に関する活動

る遊びの重要

親子が一緒に

外において様

等によって支

します。（保

的に作成した

用）」の普及を

力向上運動プ

保） 

育の授業にお

かな教員の指

を開催し、体

全性の向上や

う努めるとと

害の予防に関

関心や意欲を

にメダルを贈

体育的活動の

ポーツクラブ

ポーツクラブ

学と連携し、

体制を整えま

ーツプラン」

動の充実を図

要性について

になって体を

様々な運動遊

支援するとと

保） 

た「子どもの

をさらに図

プログラム」

おけるICT の

指導法等を学

体育・保健体

や事故防止等

ともに、学校

関する安全教

を高めるため

贈与します。

の充実 

ブと連携し、

ブの指導者を

体育、保健

ます。（保）

」に基づき

図ります。

て、保護者

を動かす遊び

遊びを自立

ともに、望

の体力向上

図り、体育担

」を作成し

の活用や問

学ぶ研修会

体育の授業

等に関する

校における

教育の充実を

めに、体力テ

。（保） 

、小学校の

を派遣する取

健体育の授

 

、幼児期か

（保） 

の意識を高

びや運動プ

的・自発的

ましい運動

運動プログ

担当教員を対

してその普及

問題解決学習

会、文部科学

を担当する

教員研修の

教育活動全

を図ります

テストにお

体育の授業

取組を進め

業に学生が

からの運動習

高めるための

プログラムを

的に行えるよ

動習慣を身に

グラム（小学

対象とした講

及を図り、中

習、アクティ

学省が実施す

る教員の指導

の充実を図り

全般を通じて

す。（保） 

おいてA 判定

業や、中学校

めます。（保）

が学習支援ボ

習慣の確立、

の啓発活動に

を作成します

よう、運動あ

に付けさせる

学校低学年・

講習会等を充

中学生の体力

ィブ・ラーニ

する中央講習

導力向上を図

り、より安全

て、スポーツ

定であった小

校の運動部活

） 

ボランティア

学

に努

す。

あそ

るた

・中

充実

力向

ニン

習会

図り

全な

ツ事

小学

活動

アと
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健やかな体

施策体

17）安全

○ 子どもた

災害や事件

一人が自他

通安全、災

○ 生活安全

未遂等、身

もに、子ど

○ 交通安全

いために、

的な方法を

○ 災害安全

可能性が高

一人一人が

大雨等によ

です。 

○ 安全教育

を育むもの

人を支援で

ましい人間

① 安全に

 児童生

② 安全に

 防災に

章 取組の

体と心を育

体系 

全教育の推

たちが安全

件・事故に

他の生命を

災害安全の観

全の点から

身の安全を

どもたち自身

全の点から

、交通安全

を実践できる

全の点から

高いとされて

が適切な意

よる災害に

育は、子ど

のです。ど

できるよう

間の育成に努

に向けた実

生徒の安全確

に関する人

に関する学び

の方向と施策

育む教育を

推進 

全な環境の中

巻き込まれ

を尊重し、生

観点から、

見ると、子

を脅かす事案

身が自分の

見ると、交

全に対する一

るようにす

見ると、本

ており、大

意思決定や行

対しても、

もたちが、

のような状

な、また、

努めていく

実践的な活

確保の取組の

人材の育成

びの充実、教

策の展開 

充実させ、

中で健やかに

れてしまうこ

生涯を通じて

安全教育を

子どもたちの

案が発生して

の身を守る意

交通事故の被

一人一人の意

することが重

本県では近い

大地震や大津

行動選択がで

日頃から防

その生涯に

状況に置かれ

日頃から安

ことが必要

活動の充実

の継続、点検

成 

教員研修の充

、たくま

に育つことは

ことがあるの

て安全な生活

を行っていく

の身の回りで

ており、地域

意識と方法を

被害者になら

意識を高める

重要です。 

い将来、南海

津波に備えた

できるように

防災や減災に

にわたり自他

れても、自ら

安全な地域社

要です。 

実 

検・訓練・研

充実、防災

しく生きる

は、県民の誰

のも、また事

活を営んで

くことが大切

では、不審者

域ぐるみに

を身に付ける

らないだけで

るとともに、

海トラフ地震

た知識、技能

にすることが

に対する意識

他の安全を確

らの命を守

社会づくり

研修等の充

リーダーの

る力を育み

誰もが願う

事実です。

いくために

切です。 

者による声

よる安全の

ることが重要

でなく、加

、事故防止

震による甚

能等を身に付

が必要です

識を高めて

確保するこ

り抜き、助

に貢献でき

充実 

の育成 

みます 

うところです

子どもたち

に、生活安全

声かけや連れ

の確保を図る

要です。 

加害者にもな

止につながる

甚大な被害発

付けるとと

す。また、台

ていくことが

ことのできる

助けを必要と

きるような、

すが、

ち一人

全、交

れ去り

るとと

ならな

る具体

発生の

もに、

台風や

が大切

る素養

とする

たく

①

②

① 安全に

○ 学校

ともに

○ 各小

めます

○ 学校

審者へ

慮した

○ 各県

難訓練

○ 火災

私立中

○ 交通

（県民

② 安全に

◎ 防災

○ 各教

災教育

○ 防災

災害時

練等へ

○ 消防

方法等

○ 安全

教育、

◎ 経験

○ 学校

○ 災害

ます。

施策の

に向けた実践

校安全緊急情

に、緊急時に

小学校の実情

す。（健） 

校安全計画に

への対応訓練

た学校経営を

県立特別支援

練を実施しま

災、地震、津

中学校、高等

通安全に関す

民生活部）

に関する人材

災教育につい

教科、道徳、

育との関連を

災ボランティ

時の対応や役

への積極的な

防等関係機関

等、救命救急

全教育担当教

防犯教育が

験の浅い教員

校や地域の防

害や防災、救

（県民生活部

の展開

 

践的な活動の

情報共有化広

における児童

情に応じて、

に基づき、通

練、教職員の

を行います。

援学校に緊急

ます。（健）

津波等の災害

等学校を支援

する講習会や

材の育成 

いてのマニュ

総合的な学

を図り、防災

ィアや地域の

役割等につい

な参加を推奨

関の協力を得

急に関する知

教員を対象と

が行われるよ

員を対象とし

防災力向上に

救急救命法に

部） 

の充実 

広域ネットワ

童生徒の安全

スクールガ

通学路の危険

の研修等を計

（健） 

急地震速報受

害発生時の避

援します。（

や研修を実施

ュアルを作成

学習の時間、

災に関して教

の防災組織等

いて学ぶ機会

奨し、自助

得て、各学校

知識や技能を

とした研修を

ようにします

した防災研修

に貢献できる

に関する学習

ワークを活

全確保を図

ガードによ

険箇所の点

計画的に行

受信システ

避難経路や

（県民生活部

施している私

成し、各学校

、特別活動

教科横断的な

等の関係機

会をつくり

・共助の意識

校で心肺蘇生

を学ぶ機会を

を行い、各

す。（健） 

修を行い、防

る若き防災

習を行って

用し、不審

ります。（健

る児童の登

検や危機管

い、常に安

ムを設置し

避難行動・

部） 

私立中学校

校で活用を

等における

な学びがで

関と連携し

ます。また

識の向上を

生、AED に

を設定しま

学校で実践

防災意識を

リーダーの

いる私立中

審者等の情報

健） 

登下校時等の

管理マニュア

安全教育・安

し、システム

態度の学習

校、高等学校

を図ります。

る学習内容・

できるように

し、体験的な

た、地域と連

を図ります。

による除細動

ます。（健福

践的な交通安

を高めます。

の育成を図り

中学校、高等

報を提供する

の安全確保に

アルの改善、

安全管理等に

ムを活用した

習を行ってい

を支援しま

（健） 

・活動内容と

に工夫します

な学習を通し

連携した防災

（健） 

動、応急手当

・健） 

安全教育、防

（健） 

ります。（健）

等学校を支援

ると

に努

不

に配

た避

いる

ます。

と防

す。

して

災訓

当の

防災

） 

援し


